
臨
時
国
会
閉
幕
か
ら
わ
ず
か
一
週
間

後
の
「
閣
議
決
定
」
。
戦
後
日
本
の
安

保
政
策
を
一
変
さ
せ
る
方
針
が
、
国
会

へ
の
説
明
も
な
い
ま
ま
内
閣
の
判
断
の

み
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
沖
縄
に
暮
ら

す
私
た
ち
に
と
っ
て
は
、
と
て
も
看
過
で

き
な
い
内
容
だ
。 

。 

          

軍
事
大
国
に
「
道
」 

「
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
」
に
つ
い
て
、
先

の
安
倍
内
閣
は
、閣
議
決
定
で
憲
法
解
釈
を

変
更
し
、容
認
し
た
。た
と
え
ば
米
国
に
対
す

る
攻
撃
が
発
生
し
た
場
合
、日
本
が
狙
わ
れ

た
も
の
で
な
く
て
も
、自
衛
隊
が
、米
軍
と
一

緒
に
な
っ
て
実
力
行
使
す
る
こ
と
は
、「
憲
法

九
条
の
範
囲
内
」
と
な
っ
た
。
「
他
国
防
衛
に

あ
た
る
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
は
許
さ
れ

な
い
」
と
し
て
き
た
歴
代
政
府
の
見
解
を
一

転
し
、
閣
議
決
定
の
み
で
憲
法
解
釈
を
変
更

し
た
こ
と
に
、
「
立
憲
主
義
の
破
壊
」
と
国
民

か
ら
大
き
な
批
判
が
上
が
っ
た
。 

続
く
岸
田
内
閣
。 

敵
基
地
攻
撃
能
力
を
『
反
撃
能
力
』
と
言

い
換
え
、
そ
の
保
有
を
含
む
安
保
関
連
３
文

書
を

12

月

16

日
、閣
議
決
定
し
た
。 

敵
基
地
を
攻
撃
す
る
要
件
と
し
て
、相
手

国
が
、
攻
撃
に
「
着
手
」
し
た
時
に
可
能
、
と

す
る
が
、「
着
手
」
を
見
極
め
る
こ
と
は
現
実

的
に
は
非
常
に
困
難
と
の
指
摘
は
絶
え
ず
、

判
断
を
見
誤
れ
ば
、
国
際
法
違
反
の
「
先
制

攻
撃
」
に
も
な
り
得
る
。
侵
略
と
み
な
さ
れ

る
可
能
性
す
ら
あ
る
。他
国
を
攻
撃
す
る
能

力
を
持
つ
、
長
射
程
ミ
サ
イ
ル
等
の
保
有
の

た
め
4、3

兆
円
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
２
％
へ
の
防
衛
費
の

拡
大
を
、
閣
議
決
定
で
打
ち
出
し
、
増
税
に

突
き
進
ん
で
い
る
。米
、
中
に
続
く
、
世
界
第

３
位
の
軍
事
大
国
へ
の
道
だ
。 

沖
縄
市
に
補
給
拠
点 

浜
田
防
衛
相
は
、
陸
上
自
衛
隊
の

弾
薬
等
を
備
蓄
す
る
補
給
拠
点
を
、

嘉
手
納
弾
薬
庫
に
近
い
沖
縄
市
に
計

画
し
て
い
る
と
表
明
し
た
。 

自
衛
隊
は
、
有
事
に
は
「
戦
闘
」
が

優
先
で
あ
り
、
住
民
の
避
難
誘
導
が
主

任
務
で
は
な
い
。
住
民
の
保
護
措
置
に

つ
い
て
、
国
民
保
護
法
は
、
「
地
方
公
共

団
体
の
責
務
」
と
し
、
市
町
村
消
防
等

の
役
割
も
規
定
す
る
が
、
嘉
手
納
弾
薬

庫
を
抱
え
、
さ
ら
に
自
衛
隊
の
弾
薬
庫

を
、
う
る
ま
市
に
は
ミ
サ
イ
ル
基
地
を

置
か
れ
よ
う
と
す
る
私
た
ち
は
、
ど
こ
に

避
難
し
、
保
護
さ
れ
る
の
か
。
そ
も
そ
も

自
治
体
が
担
い
得
る
業
務
だ
ろ
う
か
。 

沖
縄
戦
の
教
訓 

去
る
大
戦
で
本
土
防
衛
の
捨
て
石

と
な
っ
た
沖
縄
。
次
は
日
米
軍
事
同
盟

の
「
盾
」
と
し
て
、
巻
き
込
ま
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
の
危
機
感
を
強
く
抱
く
。

「
軍
隊
は
住
民
を
守
ら
な
い
」
と
の
教

訓
が
、
ど
れ
ほ
ど
の
住
民
の
命
を
犠
牲

に
し
て
生
ま
れ
た
の
か
を
、
政
府
、
国
民

は
知
る
べ
き
だ
。 

 

軍
事
大
国
へ
の
道
、
許
す
な 

安
保
三
文
書
、
国
会
説
明
も
な
く
「
閣
議
決
定
」 

会派立憲おきなわ 
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国
民
議
論
の
な
い
閣
議
決
定
に
玉
城
知
事

も
「
非
常
に
残
念
」
と
の
コ
メ
ン
ト
を
発
表 



貧
困
や
家
庭
内
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
、
性

被
害
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
抱
え

る
女
性
へ
の
支
援
を
強
化
す
る
た
め
の

新
法
、
「
困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性

支
援
法
」
が
昨
年
５
月
成
立
し
た
。
超

党
派
の
議
員
立
法
で
全
会
一
致
の
可

決
。
女
性
支
援
行
政
は
、
66

年
前
の

売
春
防
止
法
が
根
拠
で
、
「
売
春
を
行

う
お
そ
れ
の
あ
る
女
子
」
の
『
補
導
』
や

『
更
正
』
に
主
眼
が
置
か
れ
て
き
た
歴

史
が
あ
り
、
支
援
現
場
か
ら
は
「
目
線

が
違
う
」
「
支
援
を
必
要
と
す
る
女
性

た
ち
の
現
実
に
合
っ
て
い
な
い
」
と
法
理

念
の
捉
え
直
し
や
体
制
の
見
直
し
を

求
め
る
強
い
声
が
上
が
っ
て
い
た
。 

コ
ロ
ナ
禍
の
女
性
た
ち 

中
心
に
な
っ
て
法
案
を
と
り
ま
と
め

た
、
阿
部
知
子
衆
議

院
議
員
と
共
に
活
動

を
進
め
て
い
る
。 

 

こ
の
２
年
、
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
寄
せ
ら
れ
た

相
談
は
大
変
深
刻
だ

っ
た
。
パ
ー
ト
が
減
ら

さ
れ
た
り
、
学
校
の
休

校
や
介
護
の
た
め
失

職
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
り
で
収
入
が
激
減
、
生
活
の
困
窮
、

学
費
の
滞
納
、
将
来
の
心
配
や
ス
ト
レ

ス
か
ら
く
る
体
調
不
安
な
ど
、
そ
の
影

響
は
女
性
に
、
よ
り
集
中
し
て
い
る
よ

う
に
感
じ
た
。 

沖
縄
県
の
Ｄ
Ｖ
相
談
件
数
は
年
間

２
０
０
０
件
を
超
え
増
加
傾
向
に
あ
る
。

人
口

10

万
人
当
た
り
の
保
護
命
令

件
数
も
全
国
ワ
ー
ス
ト
だ
。 

「
待
ち
」
か
ら
の
転
換 

 

新
法
の
施
行
は
２
０
２
４
年
４
月
。

同
法
に
基
づ
き
都
道
府
県
に
は
、
「
女

性
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
が
義

務
付
け
ら
れ
る
。
「
相
談
に
来
る
人
」

を
主
に
対
象
と
し
て
き
た
待
ち
の
姿
勢

で
は
な
く
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
（
働
き
掛
け
）

で
支
援
を
必
要
と
す
る
女
性
を
見
つ

け
出
し
、
寄
り
添
い
、
民
間
の
支
援
団

体
と
連
携
・
協
力
し
て
支
え
る
体
制
づ

く
り
が
要
求
さ
れ
る
。
私
自
身
も
、
労

働
者
の
待
遇
改
善
や
所
得
向
上
、
子

ど
も
貧
困
問
題
な
ど
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
に
重
ね
て
一
段
と
ギ
ア
を
上
げ
、

県
民
一
人
ひ
と
り
の
い
の
ち
と
尊
厳
が

守
ら
れ
る
社
会
づ
く
り
に
い
っ
そ
う
の

力
を
入
れ
た
い
。 

「
女
性
支
援
新
法
」
が
成
立 

困
難
の
実
態
に
迫
る
体
制
づ
く
り
急
務 

 

 

 

法制定の中心となった阿部知子衆院

議員と。10 月には共に沖縄市内の女性

支援施設を訪ね、お話を聞きました  
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